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一般会計　78億5000万円（前年度比０．５％  減）

農林水産業費　１億3724万円
【主な事業】
○農業用排水路維持管理事業　871万円
○農業基盤整備事業　1139万円

平成25年度予算可決される

限られた町の財源を有効  に

使う
　お金

国庫支出金9％
7億3735万円

町債8％
6億2750万円

県支出金6％
4億8351万円

繰入金6％　５億円

地方消費税交付金3％
２億2000万円

地方交付税20％
15億3100万円

町税38％　
30億1198万円
　町民税　15億 7680万円
　国定資産税　11億 8751万円
　軽自動車税　4567万円
　町たばこ税　２億200万円

その他10％
7億3865万円

使う
　お金

入ってくる
　　　お金
入ってくる
　　　お金
（歳入） （歳出）

民生費
36％

総務費
14％

教育費12％

衛生費9％

土木費
8％

公債費
9％消防費

8％
その他
4％
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平成25年３月定例会は、２
月28日より３月21日まで
開催され、平成25年度一
般会計予算や特別会計予算
など議案38件が審議され
ました。一般会計予算、特
別会計予算は賛成多数で可
決されました。

特別会計　62億1593万円（前年度比２．２％増）

区　　　　分 歳入歳出総額予算 前年度対比

国 民 健 康 保 険 38億2932万円 4.1％増

公共下水道事業 6億6327万円 3.7％増

農業集落排水事業 724万円 2.1％増

介 護 保 険 15億1810万円 2.8％減

後期高齢者医療 1億9800万円 2.8％増



３月定例議会

総額140億6593万円
民生費　28億1838万円

【主な事業】
○子ども医療費給付事業　1億2314万円
○放課後児童保育運営事業　6981万円
○児童手当給付事業　6億1246万円
○児童福祉施設保育委託事業　3億31万円
○国民健康保険特別会計繰出金　3億1654万円
○介護保険特別会計繰出金　2億3272万円

総務費　10億6593万円
【主な事業】
○庁舎管理事業　3826万円
○旧金杉小学校体育館解体工事費　1000万円
○バス停留所上屋設置工事費　300万円

教育費　9億4489万円
【主な事業】
○小・中学校教育環境整備事業　1億1680万円
○就学援助事業（要保護・準要保護児童
　・生徒援助費　補助金）　3322万円
○幼稚園就園奨励事業　4851万円
○公民館管理運営事業　1億1979万円
　（内エローラホール改修工事費7000万円）

衛生費　7億4364万円　
【主な事業】
○予防接種事業　1億1426万円
○可燃ごみ・し尿処理事業　3億1550万円
○太陽光発電設置費補助金　100万円
　（１件5万円20件分）

土木費　6億6064万円
【主な事業】
○道路維持管理事業　3556万円
○都市計画道路整備事業　4798万円
○道路改良事業（車道と歩道の分離等）1428万円
○公共下水道事業特別会計繰出金　３億2572万円

公債費　6億9440万円
○借入れた町債（借金）の元金・利子の返済金

消防費　6億1047万円
【主な事業】
○吉川松伏消防組合負担金　(常備)　5億959万円
○防災行政無線デジタル化改修工事費　6000万円

商工費　4461万円
【主な事業】
○商工業活性化事業　1635万円
○消費生活啓発事業　216万円

限られた町の財源を有効  に
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国庫支出金9％
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県支出金6％
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繰入金6％　５億円

地方消費税交付金3％
２億2000万円

地方交付税20％
15億3100万円

町税38％　
30億1198万円
　町民税　15億 7680万円
　国定資産税　11億 8751万円
　軽自動車税　4567万円
　町たばこ税　２億200万円
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7億3865万円
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地域包括支援センターの移転先の「かがやき」を改修工事する。「か
がやき」は本来介護予防の建物だ。社会福祉協議会は地域福祉の事
務所としての建物が必要だ。目的が違うものが混ざる状況がだどう
か。
社会福祉協議会事務所は、現在、ふれあいセンター「かがやき」に
２年、その前は農協の松伏支店をお借りしていた。事務所の位置に
ついては、町が責任を持つ気持ちが必要だ。１階ロビーの一部にロ
ーカウンターを設置し、隣接する倉庫の改修と電話配線、インター
ネットの無線LAN、照明のLED化、看板設置工事を予定している。

使い方や運動訓練の指導ができる職員がいないと効果があまりな
いと考えるがどうか。
これは体を鍛えるというものではなく、ゲームセンターに設置して
あるゲーム機というイメージで高齢者向きのものだ。

問

答

問

答

ふれあいセンター「かがやき」改修工事

老人福祉センターに介護予防の機器が新設

地域コミュニティーの活性化

「シニア青春時代のまち」

学力向上の教育環境

防災の施策

どう使う
　貴重な財源

改修工事を予定しているふれあいセンター「かがやき」

自治会だけではなく、町民が同じ目的で活動する
ことも地域コミュニティーと考える。予算の波及
効果はどうか。
一昨年の東日本大震災以後、地域社会の絆の重要
性が認識され、強く求められている。自治会活動
の活性化はまちづくりの基礎なので自治会の補助
金と維持管理費補助金を拡充した。その他、NPO
への委託、各種団体への助成等の予算も計上した。

健康的で明るい老後をイメージさせる。医療、介護、
健康づくりの各課の予算はどうか。

「健康まつぶし21」の計画に基づいた健康づくりを
推進している。

充実をさせる内容と目標を示せ。
非常勤の教育支援員を配置するほか、小中学校の
児童、生徒に学力テストを継続し基礎的な習得度
や思考力を把握して学力向上を目指す。

どんな内容か。
メール配信、ツイッター等のシステムを継続し、防
災情報発信の強化に努める。また、耐震補強補助
金を交付する。防災行政無線は４年かけてデジタ
ル化に更新し、難聴地域の解消に努める。

問

答

問

答

問
答

問
答

（　  　）平成25年度
　予算審議
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創意工夫による自主財源の確保は。
日本スポーツセンターの助成金を活用して、松伏
記念公園のテニスコートの改修をする。あわせて
照明のLED化を実施する。自主財源の確保は、徴収
対策またはコンビニ納付等の手法を活用した。

予算編成に当たり事業の効果を評価検証したか。
必要性、効果性、緊急性、安全性、地域からの要
望等、総合的に検証した。

体育館の耐震補強及び大規模改修工事を年度内実
施とあるが。
関係機関と調整しているが結論に至ってない。

地方交付税並びに臨時財政対策債は、なぜ前年同
様なのか。
政権交代もあり地方財政対策の全容が示されてい
ない。情報収集する中で勘案した。

問
答

問
答

問

答

問

答

改修工事を待つ　松伏中学校体育館

改修工事予定の金杉小学校遊具

賛成討論 反対討論

採決の結果

山㟢善弘（新自民クラブ）
　文化振興運営事業費補助金600万円、中央公民館設
備等改修工事費7000万円を計上し、音響設備を改修す
ることは高く評価する。イメージキャラクター商標登
録、ゆるキャライベント等参加は経済効果を秘め、音
楽のまちづくりと合わせて観光資源となる。また、敬
老祝金の増額、地域包括支援センターの移設、湯沢町
との災害協定、防災無線のデジタル化などを高く評価
する。

鈴木勝（町民クラブ）
　実績を踏まえた積極的な予算である。がん検診率の
目標値のマップ等、20の新規事業がある。またウォー
キングマップの作成とものづくりガイドを作成し観資
源、産業のPRを図る。暮らしてよかった町から暮らし
続けたい町、暮らしてみたい町へ発展することを期待
する。

川上力（公明党）
　選択と集中を心がけ、一歩前進の予算である。自治
会等振興補助金拡充や共助、協働の心を育むボランティ
ア活動の支援に地域活動補償保険料を予算化したこと
は評価する。老人福祉センターの土日開所や旧金小体
育館解体工事など、北部地域の利便性の向上につなが
る。こども医療費無料化の年間通しての予算は高く評
価する。

吉田俊一（日本共産党）
　大幅に予算規模や事業規模が後退している。国が進
めている政策に大きな矛盾があるからだ。こども医療
費助成制度は、滞納があれば助成しないのは問題だ。
敬老祝金77才は手をつけていない。ゴミ処理や斎場な
どの広域行政にかかわる分担金は、現在の計算方法を
見直すべきだ。

鈴木勉（新政クラブ）
　町の特性を生かしたまちづくりが感じられない。克
服すべき課題や政策ビジョンも見えず、熱意も伝わっ
て来ない。町役場の正規職員は40人減員されたままで
必要最低人員以下であり、体制強化は不可決である。
地域包括支援センターは、町直営ですべきだ。消費生
活センター相談員とは労働契約を結ぶべきだ。

賛成 

反対

山㟢善弘・荘子敏一・松岡高志（新自民クラブ）
高橋昭男・佐藤永子・福井和義（新政クラブ）
鈴木　勝・堀越利雄・長谷川真也（町民クラブ）
佐々木ひろ子・川上　力（公明党）

吉田俊一・広沢文隆（日本共産党）
鈴木　勉（新政クラブ）

11名

３名

財源の創意工夫

事業の検証

松伏町中学校の改修工事

国からの交付税など
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荘子　敏一
　○高齢者をめぐる新たな社会問題に対処するネット  
　　ワーク作り

川上　力
　○ごみの減量について
　○安心安全な町づくり

山﨑　善弘
　○「音楽によるまちづくりの推進」の沿革と今後
　○防災行政無線のデジタル化と非常時の情報伝達、
　　情報収集活動の向上

長谷川　真也
　○大雪対策
　○道路安心安全
　○自治会支援について
　○振り込み詐欺について
　○総合公園駐車場の確保

松岡　高志
　○町の教育再生について
　○地域福祉の推進、民生委員・児童委員の活動につ
　　いて

福井　和義
　○体罰０をめざして
　○教職員のメンタルヘルス

広沢　文隆
　○玄関先に造花のバラをみんなで飾ろう《地域の目
　　配りで高齢者等を見守るネットワーク作り》
　○もっと充実した就学援助制度に

佐々木ひろ子
　○子育て支援策の充実
　○通学路における緊急合同点検の取り組み
　○高齢者対策
　○「コモンズ」を活用した災害情報の発信

鈴木　勉
　○町内公共施設のバリアフリー化の推進について
　○町総合公園及び記念公園の魅力ある公園作りに向
　　けた整備・拡充について

吉田　俊一
　○再生可能エネルギー固定買取制度がスタートし、
　　町として電力購入や太陽光発電用の屋根貸し事業
　　について、どのように対応するのか
　○国が進めようとしている「国民健康保険の広域化」
　　の現状と問題について

10
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う

一般質問の会議録全文は
町のホームページから検索できます一　般　質　問　の　主　題

問

答

問
答

問

答

問

答

問

地域包括支援センターが「かがやき」に移転する
が、社会福祉協議会が行っている地域福祉事業の
低下につながらないのか。
住民ほけん課長　共有、共存することで相乗効果
につながり機能の向上が図れる。

地域包括支援センターの人員を増やすのか。
住民ほけん課長　相談件数等も増えているので、
人員を増やすことは必要と考えている。

社会福祉協議会に支払う指定管理料に、地域福祉
に関わる人件費を混ぜこぜにした制度を採用して
いる自治体は他にあるのか。
福祉健康課長　採用している近隣自治体はない。

社会福祉法人に対する助成の手続きを定める条例
を運用しないのか。
福祉健康課長　平成26年度の当初予算編成に向け
て検討したい。

民生委員・児童委員が救急車への同乗など緊急搬

答

問

答

送の付き添いや孤独死の対応などは、どの程度の
回数があったのか。
福祉健康課長　最近約６年間を見ると一年間あた
り約３回程度あった。

民生委員・児童委員にお願いしている「日々の見
守り活動」に対し負担軽減を図るべきではないか。
福祉健康課長　関係課と調整を図りながら、どの
ような取り組みが出来るか検討したい。

　荘子　としかず（新自民クラブ）

町政に関する

Q
A
高齢者に係わる人の待遇改善を

改善すべき点が多く、検討する

「支えてくれる人がいる。そんな町を目指して」



小型家電リサイクル法への積極的制度参加を。
環境経済課長　環境省から「使用済小型電子機器
等の回収に係るガイドライン」が出ると聞いてお
り、その内容や町での処理の現状、県や近隣５市
などの動向を見据えつつ、どのような対応が可能
か検討していく。

不燃ごみ指定袋の導入目的と経過及び成果は。
環境経済課長　分別の徹底とごみ減量並びに再資
源化による歳入確保の目的に対し、10年前との比
較で住民１人当たりの処理量は、81グラムを削減、
不燃物処理費は、203万円を削減できた。また、
資源ごみ売却代金は、521万円の歳入増となって
いる。

ごみの減量目標と計画策定でごみ処理負担軽減を。
環境経済課長　平成24年度事業として、新たな一
般廃棄物処理基本計画の策定を進めている。平成
24年度中にこの計画を決定し、その削減目標に向
けた取組みの展開に努めたい。

問
答

問
答

延長保育・休日保育・病児・病後児保育の充実を。
福祉健康課長　平成25年度に実施予定の「ニーズ
調査」の結果を踏まえるとともに、「子ども・子
育て支援審議会」で検討していく。

交付金を活用して狭隘道路解消を。
まちづくり整備課長　交付金により狭隘道路の改
修が対象となれば、土地の確保が可能となった箇
所から積極的に活用できるよう検討をしていく。

問
答

問
答

問
答

　川上　力（公明党）
Q
A
ごみの減量目標と計画の策定を

一般廃棄物処理基本計画策定する
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問

答

答

　
　
　
問

「音楽によるまちづくり」は単なる音楽の鑑賞会
や音楽の発表会だけではなく、町民がもっと「ま
ちおこし」として松伏町の「音楽によるまちづく
り」に携わるべきだと考えているがどうか。
教育文化振興課長　「音楽によるまちづくり」の
根幹は、音楽の都ウィーンを目指すべくエローラ
が、その中心的な役割を担っている。「松伏町第
５次総合振興計画」にも、「音楽によるまちづくり」
を位置づける。すべての町民が、気軽に親しめる
音楽の提供及び活動の支援、グループの育成を目
指す。
教育長　公的な行事にも音楽活動を取り入れてい
く必要がある。人材育成は必要不可欠だ。専門的
な音楽を学んだ方が町民とふれあい、音楽を広め
ることが音楽文化を作っていく。良い町には良い
人材が集まる。良い人材は良い町を作る。

防災行政無線を取り扱うために必要な資格の陸上
特殊無線技士が現在６人だが、避難所と同じ数の
18人必要と考える。私はこの国家試験を受験し、
比較的容易に合格できた。町の職員にも町の安心

答

安全向上のため、自主的に国家試験にチャレンジ
していただきたい。これを奨励するため、資格取
得奨励金制度を導入できないか。
総務課長　より多くの職員が資格を有してなけれ
ばならない。来年度以降も引き続き町負担で職員
に資格を取得させていく。

　山﨑　善弘（新自民クラブ）
Q
A
音楽によるまちづくりの今後は

音楽事業と人材育成が必要不可欠

まつぶし吹奏楽フェスティバル



　長谷川　真也（町民クラブ）
Q
A
道路の安心安全を

事故が起こりにくい環境に努める
活動を資金面でサポートする事を目的とする補助
金の創設を予定している。これを契機に若年層の
自治会参加が見られ、本来の自治会活動の目的で
ある地域の豊かな発展と安心安全なまちづくりに
寄与することを願う。

高齢者、障がい者の避難体制を整える「災害時要
援護者支援システム」を早急に構築すべきだ。
総務課長　町が作成を進めている。災害時におけ
る要援護者の迅速な避難や安否確認をする「災害
時要援護者個別計画」を平成24年度中に作成し、
順次本人や関係機関に情報の提供を行っていく。

問
答
　

問

答

排水路道路拡張工事等のアフターを問う。
まちづくり整備課長　工事完了後は、狭隘道路が
拡張され、以前よりも通行がしやすくなり、交通
量は、若干増えたものと思われる。また、見通し
も変わったことから、注意も必要な部分があると
思われる。今後は、地元から相談があり次第参考
にし、交通担当部署を通じて、どのような対策が
可能かどうか吉川警察署に協議するなど、交通事
故が起こりにくい環境となるよう努める。

５年後10年後には、自治会運営が衰退する。町で
は自治会に対してどう支援していくのか。
総務課長　町では、自治会活動の洗い出しと支援
策検討を目的に、89の自治会長に対して自治会に
関するアンケート調査を実施した。また自治会活
動は、地域に住まいの方が顔を合わせて、協力し
合いかかわり合いを持ちながら次世代へバトンタ
ッチし、地域を支えていくことが重要と考えてい
る。このような機運を醸成するためには、地域の
みんなが集えるお祭りなどがきっかけになると考
え平成25年度から新たに自治会等が行うイベント

問

答

　松岡　たかし（新自民クラブ）
Q
A
教育委員会からの情報が少ない

問

答

問

答
　

　

問

答

大阪市立高校の体罰問題を受け、全国各地で暴力
的指導の実態が表面化した。町では教育委員会か
らの情報が少なく、町民は不安に思っている。社
会情勢に即応した情報発信ができないか。
教育総務課長　ホームページでの情報発信やリー
フレットの発行、広報など様々な媒体を活用して
情報の発信に努めている。尚、松伏町では大阪市
のような体罰を理由とした懲戒免職処分はない。

経済的な理由で塾などに通えない子ども対象の無
料塾を開き、教育によるまちづくりを推進せよ。
教育総務課長　町では保護者の経済的負担を減ら
すため、就学援助を行っている。学力向上は学校
の教育活動の中で高めることが教育委員会の基本
的な役割と考え、無料塾の開設は考えていない。

少子高齢化で、民生委員・児童委員の仕事量が増
えている。補助金の増額を検討してはどうか。
福祉健康課長　民生委員・児童委員はボランティ
アなので報酬はないが、補助金については近隣市
町での活動状況などを調査し、検討したい。 町の災害対応訓練（町フェイスブックより）

安心・安全な道路整備を

各媒体の活用で発信に努めている
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もっと充実した就学援助制度に

問
　
　
　
　
　

　
答
　
　
　
　
　

　
問
　

大阪市立桜宮高校で、体罰を受けていたバスケッ
ト部の男子生徒が自殺した。
生徒が顧問あてに書いた手紙には、「体罰がつら
い」と書いてあった。
このことから生徒が顧問の体罰を長期間、苦にし
ていたことが明らかになっている。
体罰について、どのように考えているのか。
教育総務課長　体罰による指導では、正常な倫理
観を養うことはできず、むしろ児童生徒に力によ
る解決への志向というものを助長させ、いじめや
暴力行為などの土壌を生むおそれがある。体罰は
いかなる場合においても行ってはならないという
考えである。

文部科学省は、2011年度うつ病、適応障害等に
より、精神疾患で休職した公立小中高などの教員
が5,274人いたと発表した。
これは、２年連続の減少で、都道府県が相談窓口
を設けるなど、心のケアを強化したためとみてい
る。しかし、心を病む教員数は、依然として高く
一層の支援策が必要である。

答
メンタルヘルスについて、どう考えているのか。
教育総務課長　各学校では、管理職が教員の健康
状況の確認や、声かけなどを行い、日常的に健康
状況の把握に努めている。また、明るく風通しの
良い職場づくりが大切であると考えている。

　福井　和義（新政クラブ）
Q
A
体罰ゼロをめざして

体罰はいかなる場合も認めない

体罰ゼロの楽しい学校

問
答

問
答

問

答

問

答

「変死者」「孤独死」の調査・把握をしているか。
住民ほけん課長　高齢者の実態を把握するなか
で、研究・検討したい。

65歳以上の高齢者は、どんな生活の状況か。
住民ほけん課長　夫婦・親子・一人の世帯合計＝
5680世帯。介護認定者で施設に未入所の方＝
540人。一人暮らしの高齢者＝約350人。

≪毎朝、玄関先に造花のバラを飾り、夜には取り
込む。造花のバラが出たままや出ない日は異常事
態のサイン≫の町がある。毎日、健康に生活して
いることを確認しあえるネットワークが必要だ。
住民ほけん課長　行政と地域が一緒に行う見守り
は重要だ。自治会など地域と協力していきたい。

クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ会費の援助が新
たに追加され、国は財源化した。町の対応は。
教育総務課長　近隣で行う自治体がなく、難しい。

問

答

問

答

保護者は就学援助制度に、「自分が該当するのか、
分らない」という。≪お知らせ≫で目安になる家
族構成ごとの所得基準の具体例を載せるべきだ。
教育総務課長　今後、参考になる目安を掲載する。

国の補助が大幅に削られ、町の財政負担は増える
だけだ。町長は、国へ「改善」を要望すべきだ。
町長　担当課は、適正に申請・事務処理している。

　広沢　文隆（日本共産党）
Q
A
高齢者を見守るネットワーク作り

自治会などに協力していきたい
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問
　   
答
　

　
問
答

問

答

問

答

地域の力で子育て家庭の孤立を防止する訪問型子
育て支援策、ホームスタート事業を導入せよ。
福祉健康課長　ボランティアは、親に寄り添い心
身の健康を守る事業であるが検討する。

保育所入所選考会を随時行ってはどうか。
福祉健康課長　毎月５日を基準に入所申請してい
る。入所日を決めて、必要度に応じた入所選考が
必要と考えている。

調査により子育てニーズが把握され施策が展開さ
れる。保育案内人などを作ってはどうか。
福祉健康課長　制度変更により保護者が不安を感
じないように対応する。

通学路の安全対策は、23年度一斉に行われた。町
では56か所の危険個所がある。早急に公表して改
善を図るべきである。なぜしないのか。
教育総務課長　56か所のうち、16か所は県と町
で対応する。残りの40か所はハード面からの対応
が困難。町交通事故防止検討会議で児童・生徒へ

　
　
問

答

問
答

安全指導も有効。速やかに公表する。

民生委員から現場の声を聴かせて頂いた。高齢者
が安心して暮らせるシステムの構築を早急に。
住民ほけん課長　地域包括支援センターと町が中
心となり進めていく。

公共情報コモンズを活用してはどうか。
総務課長　既に導入した自治体の動静を見る。

　佐々木　ひろ子（公明党）
Q
A
子育て支援の充実をめざせ

保育の需要に合わせて対応する

問
　

　

　

　
　
答
　
　

問
答

問

答

赤岩農村センター、大川戸農村センター、農村ト
レーニングセンター、松伏会館など古い公共施設
のバリアフリー化が手付かずになっている。玄関
スロープや施設内の手すり設置、段差解消、トイ
レの改修（両農村センターのトイレは、男女共同
で洋式便座が一つもない現状）など、障がい者や
高齢者の安全性と利便性をはかるために早期に整
備を進めるべきだ。
まちづくり整備課長　これら４施設は、バリアフ
リーの対策が必要と考えており、計画的に整備が
進められるよう努めて行きたい。

いつまでに整備するという目標があるのか。
環境経済課長　整備時期の明言は難しいが、利用
者の不便を減らすよう努力したい。

整備の具体的な目標年次がなければ、永遠に整備
ができないままに終わる可能性が強いのではない
か。町長の決断にかかっているのではないか。
町長　現時点でバリアフリー化は、努力義務の範
疇にあると思われる。しかし、行政は地域の手本

となるような施設を持つべきだと思っており、利
用の実態や形態をよく調査し、計画的に実施（整
備）していきたい。

　鈴木　勉（新政クラブ）
Q
A
公共施設のバリアフリー推進せよ

計画的に整備したい

どこが画期的か？ –子育て支援施策との関連で–

これまで支援できないところ（＝Niche）に支援できる

　●地域子育て支援拠点事業に
　　　　　出てこない親・来れない親

　●養育支援訪問事業で
　　　　　対応できないグレーゾーン家庭

　●生後４ヶ月までの全戸訪問事業で発見された
　　　　　気になる家庭（子育て困難家庭ではない）

ホームスタート事業

玄関にスロープがなく、室内も含めてバリアフリー化が
未整備な大川戸農村センター
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自治体ほど負担が重くなる危険がある。拠出金と
交付金の実態について把握ができているのか。
住民保険課長　保険財政共同化事業は計算が複雑
なため実態はつかめていない。注視していきたい。
町長　「住民負担の軽減」「保険者としての国保の
健全運営」ふたつの視点をもって対応する。

問
　

　

答
　

問

原発に依存しない再生可能エネルギーによる発電
が各地で取り組まれている。これを買取り販売す
るPPS会社も活発に営業を行っている。価格も安
く、町としても利用を進めるべきではないか。
総務課長　電力小売り自由化対象の高圧電力を使
用している17施設のうち、松伏記念公園は平成
24年２月からPPS会社に変更。平成24年12月に
削減効果の見込める10施設もPPS会社に変更し
た。東京電力の大幅値上げがあり変更したことで
12・１月の11施設で49万円7.0％の削減効果が
出た。１か月当り役場庁舎が2.8万円、給食セン
ターが５万円、中央公民館が4.7万円の減。

埼玉県の広域化方針案は統一税率などをめざす一
方、国保税の住民負担軽減の立場が全くなく問題
である。目玉の保険財政共同化事業では対象レセ
プトを30万円以上から１円以上に変えるため、先
行し10万円以上になった。国庫負担がないまま財
政拠出と交付を行う仕組のため、医療費が少ない

　
　
答

答

　吉田　俊一（日本共産党）
Q
A
再生可能エネルギー電力の購入を

町内 11公共施設で購入を開始した

国県が進める市町村国保の広域化は問題だ

町施設の電力・利用料金率（1kwh 当り）
平成 24年
２月

平成 25 年
２月４月 ９月

東京電力 12円65銭 14円79銭 17円16銭

PPS 会社
（平均） 10円63銭 15円69銭

議会の活性化をすすめる
　　　　（議会活性化特別委員会）

在宅の認知症高齢者を支援する機器を
広げよう 　　（文教民生常任委員会）

①　松伏町議会における地震等の大規模災害発生 
　時の対策要綱を策定しました。
②　議員の審議会等への参画を見直しました。
　（立法機関と執行機関との機関対立型をとる民
　主的な地方制度の本来の趣旨に鑑み、法令に定
　めのあるものを除き原則として参画しない）
③　政務調査費は、議会の公開性・透明性を重視
　して積極的に公開する
　こととしました。
　（具体的には、町のホー
　ムページにて政務調査
　費収支報告書や視察報
　告書などを公開）

　軽度認知症高齢者を支援する機器を研究・開発
している国立障害者リハビリテーションセンター
を視察しました。
　全国の認知症高齢者は、2012年の推計で305万
人で、在宅介護の方がたくさんおります。
　現状では介護保険で利用できる支援機器は１種
類しかなく、在宅で介護する家族や介護事業従事
者などの負担軽減が必要だと感じました。

　議会では、文教民生常任委員会から提案された、
①認知症高齢者の在宅介護における介護用具・福
　祉機器の開発援助及び普及促進
②介護保険制度での認知症高齢者への福祉用具・
　福祉機器の貸与・購入の拡大及び住宅改修の充
　実
　　以上、国へ
　求める意見書
　が全員賛成で
　可決され政府
　へ送られまし
　た。
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町民のみなさんの傍聴・感想
ありがとうございました

【編集後記】山㟢善弘
　今定例会に提出された議案書の厚みに驚きました。193
ページあり、過去最高ではないかと思います。これは地域
主権一括法により、多くのそれまで国の政省令などを地方
自治体の条例や体制整備をして、平成25年４月１日施行す
る必要があったためです。松伏町でも多くの新たな条例と
して議決されました。勿論これらの条例の必要性はわかり
ましたが、地域主権という意味が条例化できたのかどうか
については若干疑問が残りました。

議　　長	 　渡 辺 　忠 夫
議会広報発行特別委員会
委 員 長　　　高 橋 　昭 男
副委員長　　　広 沢 　文 隆
委　　員	 　佐々木ひろ子
委　　員　　　山 㟢 　善 弘
委　　員	 　長谷川  真 也
委　　員	 　松 岡　 高 志
委　　員	 　鈴 木    勉

紙面の都合上、要旨を抜粋いたしました。（敬称略）傍聴者の声

家族ときどきゴルフ「私と遼の挑戦は続く」（演題）

３月議会傍聴者数
　 ３月 ４日　６名
　 ３月 ５日　１名
　 ３月13日　１名
　  合計　　　 ８名

○　昨年 12月、所沢市より転入し、初めての傍聴をいたしました。議員の一般質問に対
　して町方は具体的に答弁していたと思いました。松伏町の高齢者の状況、ごみの減量化
　について、今後の問題として残っているように思いました。（山西）

○　傍聴で分厚い予算書を見せていただきました。金額が細かく明示されての質疑応答に
　は驚きました。大きな声での明るい議会運営に好い印象を受けました。私は町の将来の
　姿を知りたい、町民のアイディアを受ける機能はあるのでしょうか ?（湯澤）

去る１月 18 日、松伏町中央公民館において、埼葛町村議会議長会主催の議員研修会が開催され、
プロゴルファー石川遼選手の父「石川勝美」氏をお招きし、講演会を開催しました。

表紙の写真：松伏記念公園テニスコートでのプレーヤー（コートの舗装および水銀灯から「今よりも明るくなる」LED 照明に改修）




